
1 
 

主なご意見・ご要望（R5.10） 

■鉄道について 

分類 内容 

16 

駅周辺環境 

新潟駅に入る商業施設は、従来からあった飲食・パン販売・ドラックストアや雑貨店が既に開店している

が、他はどうなるのか。ファッション系は、万代地区か通販で充分だ。バスタ新潟構想も進むとは思えない。

観光案内所は入ると思うが、店舗が埋まらない一角があるなら、ぜひ美術館・芸術劇場・郷土資料館・水

族館のコーナーを設けて欲しい。例になるのは、旭川駅のアイヌ文化情報センター。基本的には、壁面パ

ネルで各施設を紹介するだけ。旭川駅では常駐の人がいたと思うが、観光案内所のスタッフが、時折パン

フレットの補充や整理をするだけでも良いと思う。 

 

 

 

 

 

 

■バスについて 

分類 内容 

7 

遅延・早発 

朝夕は路線バスの遅れが当たり前になっていますが、信号機の制御にも問題があると思います。青信号に

なっても 1 つ先の信号が赤のままだったりとか青信号が短いなどどう考えても通せんぼと思えるような制御

もあります。見直してほしいです。 

7 

遅延・早発 

馬越を通るバスでたまに時間前に出発してるのを見かけます。ちょうど間に合いそうなのに先に行ってしまう

ので学校に遅れてしまいます。バスは時間ちょうどに出発してください。 

9 

車両 

BRT の呼称を止めると言うニュースは、補助の縛りが無くなったと言うことだろう。では「連節バスはどうなる

か」へ、市民の関心は移った。国内での連節バスの利用は、大学～駅か団地～駅以外は新潟しか無い。

乗り継ぎと連節バスの組み合わせで来年度始まる横浜市戸塚区・青葉区の例にしても、乗り継ぎが無くて

も、大学生の登下校で臨時バスが必要なレベルだ。新潟では、朝の通勤時間の萬代ラインかイベント開催

時の一時的利用以外、用は無い。少子高齢化でバス利用は回復する要素はない。中心部は大型バス、

周辺部は小型バスが適正な規模だろう。 

13 

運転技術 

新潟交通のお問い合わせフォームにて苦情を入れましたが、路線バスの運転手が高圧的で腹が立ってい

ます。こちらが右折待ちをしていると譲ろうとしているのかパッシング、クラクションをされました。バスが停止

していないのに、早く行けとばかりに高圧的です。バスの陰から自転車が来たりして事故が起きる事も考えら

れます。先に行ってくれるほうがいいのではないでしょうか。 
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15 

その他 

東京都は、10 月 2 日から 13 日まで新宿駅から都庁まで実際のバス路線と同じルートで、路線バス自動

運転の実証実験を行った。運行は京王バスが担当、車両は埼玉工業大学が提供した。自動運転はレベ

ル 2 で、スマホなどで応募した市民 1 便当たり 18 人が乗車した。便数は平日 12 便、休日 5 便、最終日

15 便。交通量も限られたルートのためか、運転手はハンドル・ペダルとも基本ノータッチだ。レベル 4 は運

転手が不要でオペレーターの同乗で公道の運行可能だ。このため、レベル 2の試行そのものは、運転手不

足の解消に結び付かないが、新潟でテスト出来たらアナログの世界からデジタルの世界への良い体験にな

るかも知れない。民間研究所に将来の担い手不足ナンバーワンと名指しされている新潟県なら、デジタル

の力を借りる必要もあるだろう。 

15 

その他 

バスに関する試みを考えて見た。バス等の利用者を増やすため、月 1 程度で職場でノーカーデイを設け、

利用した公共交通費を支給する。市職員は区を跨ぐ通勤もバスや鉄道を利用する。商店街は、バス市内

料金の無料券を月 1 程度で配布し、市は実績で 1/2 補助する。万代商店街は 120 円券を配布し、新潟

駅内ストアに対抗しよう。県市は、低所得家庭(住民税非課税など)の高校生の通学費補助を実施する。

バス会社は、運転手の賃金を数千円でも、ある年齢まで毎年引き上げる。自衛隊退職者に対し重点的に

就職勧誘を行う。乗車マナーの悪さが乗者数を下げることが無いよう、県市教委は各校の生徒指導に公

共交通マナーを取り上げる。騒がない、座席に鞄を置かない、足を伸ばさない、通路をふさがない。悪質な

クレームに対して、バス会社は警察に速やかに通報する。「バスの日」行事を年 4 回開催、連節バス・ダブ

ルデッカー車・燃料電池車・自動運転車を展示する。路線・高速バス用の発券窓口兼待合室を、駅下タ

ーミナルに作る。  

15 

その他 

公設民営の有無は別として、全国で路線バスの総運行距離を結んでいる自治体が幾つあるのか、新潟市

は説明が必要だ。そもそも新潟市は、LRT も選択肢の一つとしていたのだから、その場合 100%新潟市の

支出だ。それに比べると、現市政の支出 2.5 億円や日報前のバス停の庇と青山の待合小屋は、ただみた

いなものだろう。超赤字の郊外路線の維持が必要なら、ポスト金剛バスがコミュニティバスになるように、コ

ミュバスが現実的だろう。しかし、安吾賞や水と土の芸術祭が無くなったところを見ると、前市政の無駄使い

を嫌っているようだし、新潟市の財布に余裕が無いのだろう。交通税は宿泊税と同じ法定外目的税と言っ

ても、誰が負担するのかは不明だ。減便と廃線は、当分止めるすべは無いだろう。 

15 

その他 

コロナ禍・燃料高を経験して、一般市民が鉄道やバスのコストに思いをいたすのは良いことだろう。例えば、

車内の冷暖房の経費も馬鹿に出来ない筈だ。JR 東海は、通勤用新車両に赤外線紫外線 99%カットのガ

ラスを使用し、カーテンを無くした。今後は米原辺りがカーテン有る無しの境になりそうだ。JR 東日本は、コ

ロナ対策として、太平洋側は福島駅辺りを境に、北は乗降の際で換気、南は冬も窓を開け走行した。しばら

くして、国交省の指導のもと、窓を下げるサイズを車窓ごとに表示して制限した。制限することで、かなり暖

房に要する電気代を節約出来ただろう。路線バスにカーテンの無いのは、一応 IR・UV カットのガラスなのだ

ろう。猛暑下もあるが、車内が暑いと言うのは、バス会社による燃料費節約のアピールなので、お手数でも

日差しは扇子で遮って欲しい。 

15 

その他 

宿泊業者へ悪質なカスハラ行為を行う者に対し、宿泊拒否することが出来るようになると言う。今年中に

省令をまとめ、施行するとのこと。航空機は、航空法でキャプテンに強い権限を与え、ノーマスクを発端にし

搭乗拒否する国内例もある。タクシーやバスは道路運送法で縛られ、限定的な対応しか出来ない。ネット

の書き込みを読むと、バス運転士のなり手が少ない理由のひとつにクレーム問題があると教えられる。道路

運送法では難しいかもしれないが、日本バス協会なりバス会社の内規で、対処方法を確立すべきではない

だろうか。リュックを背負い乗車口に固まり、中に詰めない高校生を良く見かける。このように育った若年層

ほど、親や学校等で怒られる経験が無いためか、立場を交換した後はクレームにも弱いのだろう。理にかな

わないクレームを行う大人も、同様な育ちの中から、生まれるのかもしれない。乗車拒否までは行かないに

しても、バス会社の中で、苦情受付を事務職に回せるサポート体制も必要だ。 



3 
 

15 

その他 

金剛バスの運行終了後、他の民間バス会社が主要路線をコミュニティバス方式で、引き継ぐと言う。路線

が 4 市町村に跨がるため、経費は一定の比率で各自治体が負担するものと見られる。2019 年 4 月に白

根ー曽根駅線は、新潟交通観光バスから白根タクシー・太陽交通の共同運行に変わっている。おそらく運

賃収入では経費のほとんどが賄えないため、実質的には公費負担のコミュニティバスだろう。路線バス扱い

なのは、区を跨ぎ区予算ではなく市が補助金を支出しているためと思われる。利点としては、運転手含め

10 人乗りの車両のため、大型・中型免許が不要で、燃料費が少なくて済むこと。新潟交通にとって、運転

士を他に回せることだ。便数も平日4便あり充分だ。廃止が嫌なら普段から乗れと言う意見も有るが、超赤

字路線の解消には完全撤退かコミュニティバスしか方法は無く、今回の金剛バスなどの例は良いモデルと

なろう。 
 


